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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はインスリン様成長因子結合タンパク質（IGFBP）ファミリーのメンバーであり、IGFBPドメインとサイログロブリンI型ドメインを持つタンパク質をコードしています。このタンパク質は、インスリン様成長因子酸不安定サブユニット（IGFALS）およびインスリン様成長因子（IGF）IまたはIIのいずれかと三量体複合体を形成します。この複合体は血漿中を循環し、IGFの半減期を延長させ、細胞表面受容体との相互作用を変化させます。異なるアイソフォームをコードする代替転写スプライスバリアントが同定されています。 [RefSeq提供、2008年7月], 発達段階：IGFBP3レベルは子宮外期間中に高く、思春期にピークとなる。, ドメイン：サイログロブリン1型ドメインはHNとの相互作用を媒介する。, 機能：IGF結合タンパク質はIGFの半減期を延長し、細胞培養におけるIGFの成長促進効果を阻害または刺激することが示されている。IGF結合タンパク質は、IGFとその細胞表面受容体との相互作用を変化させる。, 誘導：IGFBP3レベルは、IGF1、インスリン、および成長ホルモン、上皮成長因子、ホルボールエステルなどの他の成長刺激因子の存在下で上昇する。, オンライン情報：シンガポールヒト変異・多型データベース, 類似性：1つのIGFBP N末端ドメインを含む。, 類似性：1つのサイログロブリン1型ドメインを含む。, サブユニット：XLKD1と相互作用する（類似性による）。 IGF1よりもIGF2に強く結合する。IGF1またはIGF2と85kDaの糖タンパク質（ALS）と約140～150kDaの三元複合体を形成する。HNと相互作用する。,組織特異性：ほとんどの組織で発現する。,
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	IGFBP-3（リン酸化Ser183）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	IGFBP-3（リン酸化Ser183）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

